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３
月
８
日
㈯
、
笠
懸
公
民

館
交
流
ホ
ー
ル
で
「
令
和
６

年
度
公
民
館
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
『
デ
ジ
タ
ル
化
で

公
民
館
の
「
つ
・
ま
・
む
」

は
ど
う
な
る
？
』
を
テ
ー
マ

に
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
群
馬
大
学
共
同
教
育
学

部
兼
任
講
師
の
茂
木
勇
さ
ん

で
す
。

◇
講
演
要
旨

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
デ
ジ
タ

ル
化
が
急
速
に
進
行
し
た
結

果
、
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
Ｄ
Ｘ
が
推
進(

公
民
館
で

住
民
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る

住
民
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る

Ｄ
Ｘ
時
代
を
迎
え
て

Ｄ
Ｘ
時
代
を
迎
え
て

▲住民がつながるためのデジタル技術活用を提案する講師の茂木勇さん

▲みんなで考えよう、公民館の未来（分散会）

プ
に
分
か
れ
分
散
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
講
演
の
感
想
や
公
民

館
へ
の
想
い
な
ど
こ
れ
か
ら
の

公
民
館
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

は
、
施
設
利
用
の
予
約
シ
ス
テ

ム
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
開
催

な
ど)

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ

り
、
将
来
的
に
利
用
者
・
職
員

と
のFace to Face 

の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
が
つ
な
が
る
た
め
に
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
ど
う
活
用
し
た

ら
良
い
で
し
ょ
う
か
？
デ
ジ
タ

ル
が
苦
手
な
住
民
へ
の
対
応
、

解
決
方
法
に
つ
い
て
模
索
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
講
演
後
は
、
３
つ
の
グ
ル
ー

※
「
つ
・
ま
・
む
」

　

公
民
館
機
能
の
「
つ
ど
う
」

「
ま
な
ぶ
」「
む
す
ぶ
」
の
頭

文
字
。

※
Ｄ
Ｘ

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ン
シ
ョ
ン
の
略
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
て
業
務
プ

ロ
セ
ス
を
根
本
か
ら
革
新
す

る
取
り
組
み
。
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令和７年度

開催日　令和７年   10月25日（土）・26日（日）
会　　場　　展示部門：笠懸公民館
　　　　　　イベント部門：笠懸公民館および屋外周辺
　　　　　　ステージ部門：グンエイホール PAL 

参加資格　　主に笠懸地域で活動している団体及び個人であり、
　　　　　　実行委員を選出し、文化祭の運営に協力できること。
　　　　　　　※実行委員は全３回の実行委員会に出席してください（要望）

申込方法　　笠懸公民館にある申込書に必要事項を記入して、公民館窓口へ提出してください。
　　　　　　　※複数の部門に参加する場合は、それぞれの部門に実行委員を選出してください。

そ  の  他　　食品衛生法等の規定により、食べ物を扱う場合は1団体 1品でお願いします。
主催・問合せ先　みどり市笠懸公民館　電話：0277-76-2211 FAX：0277-76-2836
　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール：kouminkan@city.midori.gunma.jp 

望）

お待ち
してます
お待ち
してます

みどモス

申込しめきり　5月31日（土）　（厳守）

▲ココはこうやって編むのよ

▲上手に編めるかなぁ ??

　

２
月
は
長
い
寒
波
で
、
か

ら
っ
風
が
吹
き
荒
れ
る
日
々
が

続
き
ま
し
た
。
笠
懸
公
民
館
で

は
少
し
で
も
温
ま
る
企
画
を
と

い
う
こ
と
で
、
２
月
の
第
１
・

３・
４
土
曜
の
３
回
、
は
じ
め

て
の
編
み
物
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
手
編
み
サ
ー
ク
ル

「
笠
懸
あ
み
あ
み
ク
ラ
ブ
」
の

皆
さ
ん
で
す
。
比
較
的
簡
単
な

ア
ー
ム
ウ
ォ
ー
マ
ー
の
編
み
方

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
早

い
人
な
ら
２
～
３
時
間
で
片
方

を
編
み
上
げ
ま
す
。

　
あ
み
あ
み
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

は
と
て
も
気
さ
く
で
、
全
員
が

お
し
ゃ
れ
な
ニ
ッ
ト
を
着
て
い

ま
す
。
全
て
ご
自
身
で
編
ん
だ

も
の
だ
と
か
。
鮮
や
か
な
色
使

い
で
き
れ
い
な
レ
リ
ー
フ
が

入
っ
た
も
の
な
ど
、
か
な
り
手

の
込
ん
だ
も
の
ば
か
り
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
際
に

は
被
災
地
に
３
０
０
点

の
作
品
を
寄
贈
す
る
な

ど
活
動
。
現
在
会
員
数

６
名
で
、
少
数
精
鋭
の

サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
今
回
、
教
室
に
応
募

し
た
人
の
中
に
は
全
く

の
初
心
者
も
い
ま
し
た

が
、
３
回
の
教
室
と
自

宅
で
の
予
習
復
習
で

温
か
そ
う
な
ア
ー
ム

ウ
ォ
ー
マ
ー
一
組
を
仕

上
げ
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
で

公
民
館
で

編
み
物
体
験

編
み
物
体
験

上
げ
る
な
ど
大
変
好
評
で
し
た
。

　
地
区
公
民
館
活
動
は
、
地
域

の
結
束
を
強
め
、
活
気
づ
け
ま

す
。
各
地
区
公
民
館
の
館
長
・

主
事
の
皆
さ
ん
の
こ
の
１
年
間

の
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

民
館
で
子
ど
も
八
木
節
教
室
を

開
催
で
き
、
各
地
区
の
納
涼
祭

を
盛
り
上
げ
る
一
助
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
笠
懸
地
域
文
化

祭
で
は
恒
例
の
模
擬
店
・
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
販
売
で
参
加
。
２

日
間
で
１
２
０
０
本
以
上
売
り

　
第
４
回
み
ど
り
市
笠
懸
町
地

区
公
民
館
連
絡
協
議
会
全
体
会

が
２
月
20
日
㈭
に
笠
懸
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
の

活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
す
べ
て
の
地
区
公

地
域
の
活
気
支
え
る

地
域
の
活
気
支
え
る

地
区
公
民
館
活
動

地
区
公
民
館
活
動▲地区公民館の館長・主事の皆さんお疲れ様でした
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▲ひとときを音楽と共に

▲思い出 を振り返る

　

２
月
16
日
㈰
、
笠
懸
公
民
館

１
階
ロ
ビ
ー
で
「
第
１
３
０
回

い
こ
い
の
広
場
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
カ
フ
ェ
・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。

　
多
く
の
地
域
住
民
が
集
ま
っ

た
コ
ン
サ
ー
ト
は
フ
ル
ー
ト
の

演
奏
か
ら
始
ま
り
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ

の
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」

や
映
画
・
千
と
千
尋
の
神
隠
し

の
主
題
歌「
い
つ
も
何
度
で
も
」

な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
楽
曲

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
で
「
花
祭
り
」、
ヘ
ル
マ

ン
ハ
ー
プ
（
ド
イ
ツ
発
祥
の
楽

器
）
で
「
優
し
さ
に
包
ま
れ
た

な
ら
」
な
ど
の
音
楽
が
奏
で
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
野
国
勢
多
郡
東
村

（
現
・
み
ど
り
市
）
出
身
の
石

原
和
三
郎
が
作
詞
し
た
「
上
野

唱
歌
」
を
抜
粋
し
て
歌
い
、
観

客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

音
楽
の
宴

音
楽
の
宴

い
こ
い
の
広
場

い
こ
い
の
広
場

に
参
加
し
て
ど
う
で
し
た
か
？
」

と
聞
く
と
「
東
京
か
ら
み
ど
り

市
に
来
て
友
達
も
で
き
ず
、
日

中
は
子
ど
も
と
２
人
き
り
で

寂
し
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
教
室

に
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
」

「
子
ど
も
の
成
長
と
共
に
マ
マ

友
も
で
き
て
、
楽
し
く
過
ご
す

事
が
で
き
ま
し
た
」
な
ど
笑
顔

い
っ
ぱ
い
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
日
も
根
岸
先
生
の
優
し
い

笑
顔
が
、
参
加
し
た
親
子
の
心

を
癒
や
し
ま
す
。

　
思
い
出
た
く
さ
ん
の
文
集
が

出
来
上
が
る
の
が
楽
し
み
で
す

ね
。

希
望
の
灯
り

希
望
の
灯
り

生
涯
学
習
大
会

生
涯
学
習
大
会

　
「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」
が

２
月
26
日
㈬
、
笠
懸
公
民
館
で

開
か
れ
、
文
集
作
り
を
し
ま
し

た
。
今
回
は
都
合
で
来
ら
れ
な

い
親
子
も
。

　
お
母
さ
ん
達
は
思
い
出
が
詰

ま
っ
た
写
真
を
切
り
取
り
、
文

集
に
貼
り
付
け
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、子
ど
も
達
は
先
生・

公
民
館
職
員
と
一
緒
に
積
み
木

や
す
べ
り
台
、
フ
ラ
フ
ー
プ
な

ど
で
元
気
に
走
り
回
り
遊
ん
で

い
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
達
に
「
こ
の
教
室

思
い
出
い
っ
ぱ
い

思
い
出
い
っ
ぱ
い

文
集
づ
く
り

文
集
づ
く
り

　
第
19
回
み
ど
り
市
生
涯
学
習

大
会
が
２
月
24
日
㈪
、
グ
ン
エ

イ
ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
笠
懸
野
文

化
ホ
ー
ル
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
度
の
み
ど
り
市
教
育
委

員
会
表
彰
は
、赤
石
基
さ
ん（
笠

懸
中
学
校
１
年
）
と
清
水
翔
天

さ
ん
（
笠
懸
小
学
校
教
諭
）
の

二
人
で
し
た
。
そ
の
後
、
東
地

区
の
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
ベ
ル
」
が

ハ
ン
ド
ベ
ル
で
「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
な
ど
３
曲
を
演
奏
。

会
場
は
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
後
半
は
歌
手
の
大
島
花
子
さ

ん
に
よ
る
「
う
つ
く
し
い
命
」

と
い
う
演
題
の
講
演
で
し
た
。

　
大
島
さ
ん
は
40
年
前
、
飛
行

機
事
故
で
亡
く
な
っ
た
歌
手
・

坂
本
九
さ
ん
の
長
女
。父
の「
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」
で

メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
て
20
年

に
な
り
ま
す
。

　
父
は
み
ん
な
で
楽
し
め
る
よ

う
手
話
に
取
り
組
ん
で
い
た
と

話
し
、
手
話
に
よ
る
「
あ
い
さ

つ
」や
童
謡「
夕
焼
け
小
焼
け
」

を
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。
本
当
に
伝
え
る
べ

き
も
の
は
心
や
気
持
ち
で
す
ね
。

　

ま
た
、「
死
別
を
経
験
し
た

人
に
寄
り
添
う
『
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
』
に
出
会
い
、
心
の
負
担
が

和
ら
ぎ
ま
し
た
」「
事
故
か
ら

今
年
で
40
年
、
今
も
悲
し
み
を

乗
り
越
え
て
い
ま
せ
ん
」「
辛

い
と
き
は
泣
い
て
も
い
い
、
悲

し
み
を
抱
い
て
い
て
も
い
い
。

そ
う
思
う
こ
と
で
気
持
ち
が
楽

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
大
島
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
真
っ
暗
な
夜
空
に

星
が
見
え
る
。
辛
い
と
き
だ
か

ら
こ
そ
見
え
る
光
、
希
望
の
灯

り
で
す
」
と
伝
え
、
父
の
名
曲

「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

を
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

▲大島花子さん

みどり市教育委員会表彰
（敬称略）

赤石基
「WRO2024Japan 決 勝 大
会 in 富 山 」RoboMission
ジュニア部門で１位

清水翔天
「ﾋﾟｱﾉ ･ ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｴｽﾃｨﾊﾞﾙ
2023 ﾌｧｲﾅﾙ」の一般部門で
優秀賞（第 2 位）
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第
３
回
み
ど
り
市
民
ボ
ッ

チ
ャ
大
会
が
２
月
16
日
㈰
、
桐

生
大
学
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

（
み
ど
り
市
民
体
育
館
）
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
48
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
３
～

６
人
）、
約
２
０
０
人
の
市
民

が
参
戦
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
12
の
リ
ー
グ
に
分
か

れ
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で 

は
相
手
チ
ー
ム
を
労
う
声
援
や

拍
手
な
ど
も
飛
び
交
い
、
市
民

の
交
流
に
一
役
買
っ
て
い
ま
し

た
。 ボ

ッ
チ
ャ
大
会

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

　
市
民
が
つ
ど
う

　
市
民
が
つ
ど
う

【各コートの優勝チーム】
Ａコート　大間々５区寿会
Ｂコート　15 区生涯学習Ｄ
Ｃコート　チームヴェルデＣ
Ｄコート　３区ボッチャ同好会Ｂ
Ｅコート　３区ボッチャ同好会Ａ
Ｆコート　大間々ボッチャクラブＣ
Ｇコート　チームヴェルデＡ
Ｈコート　15 区生涯学習Ｂ
Ｉコート　ファイブスター
Ｊコート　15 区生涯学習Ｃ
Ｋコート　桐生大学ボッチャクラブ
Ｌコート　阿左美ボッチャクラブＤ

十
分
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　
緊
急
対
応
ま
で
は
内
閣
府

防
災
担
当
が
担
っ
て
い
ま
す

が
、
復
興
支
援
に
お
い
て
、

道
路
は
国
土
交
通
省
、
学
校

は
文
部
科
学
省
、
医
療
機
関

は
厚
生
労
働
省
な
ど
と
所
管

が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
で
は
復
興
庁
が
一

元
的
に
窓
口
を
担
い
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
し
ま
し
た
が
、

一
般
災
害
で
も
こ
う
し
た
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
防
災

庁
の
設
置
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

防
災
庁
の
必
要
性

　
複
合
化
・
激
甚
化
す
る
災

害
に
対
し
、
防
災
庁
の
設
置

の
議
論
が
本
格
化
し
て
い
ま

す
。

　

自
助
・
共
助
・
協
働
と

言
っ
た
私
達
の
防
災
意
識
も

大
切
で
す
が
、
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
で
は
８
か
月
後

に
豪
雨
災
害
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
の
大
船
渡
で
は

大
規
模
火
災
が
発
生
。
複
合

災
害
の
被
災
地
は
他
に
も
あ

り
、
複
合
災
害
へ
の
備
え
が

防
災
を
考
え
る
51

▲笠懸書道協会のみなさん

▲思わず見とれる作品

　

２
月
14
日
㈮
か
ら
16
日
㈰
ま

で
、
笠
懸
公
民
館
ふ
る
さ
と

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
第
25
回
フ
ォ

ト
銀
河
写
真
展
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
フ
ォ
ト
銀
河
の
会
員
だ
け
で

な
く
、
写
学
倶
楽
部
の
会
員
も

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
作
品
が
所
狭
し
と
展
示
。

紅
葉
で
彩
ら
れ
た
枝
葉
の
隙
間

か
ら
差
し
込
む
陽
光
や
、
穏
や

か
な
湖
面
に
反
射
し
映
し
出
さ

れ
る
神
秘
的
な
風
景
な
ど
、
ど

の
作
品
も
そ
の
場
の
空
気
感
が

伝
わ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
フ
ォ
ト
銀
河
・
写
学
倶
楽
部

と
も
に
随
時
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
笠

懸
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
第
22
回
笠
懸
書
道
協
会
作
品

展
（
笠
懸
書
道
協
会
主
催
／
代

表
・
須
田
無
涯
）
が
２
月
８
日

㈯
か
ら
11
日
㈫
ま
で
の
３
日
間
、

笠
懸
公
民
館
ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
回
見
ご
た
え
の
あ
る
力
作

ぞ
ろ
い
で
す
。
出
品
者
21
名
は

そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
ス
タ
イ
ル

で
柔
ら
か
さ
、
力
強
さ
を
表
現

し
て
い
て
、な
か
に
は
「
刻
字
」

や
「
ロ
ウ
書
」
と
い
っ
た
少
し

変
わ
っ
た
技
法
の
も
の
も
あ
り
、

「
書
く
、
彫
る
、
彩
る
」
と
い

う
創
作
ア
ー
ト
的
な
も
の
も
出

展
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

華
や
か
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

華
や
か
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

写
真
の
醍
醐
味

写
真
の
醍
醐
味

フ
ォ
ト
銀
河

フ
ォ
ト
銀
河

個
性
ゆ
た
か
な

個
性
ゆ
た
か
な

　

書
道
作
品
展

　

書
道
作
品
展
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▲迫力満点のステージ

▲みんなで準備（展示部門）

奏
楽
、
和
太
鼓
、
コ
ー
ラ
ス
、

舞
踊
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
舞
台
部
門
終
了
後
に
は
、
お

楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
、
最
後

ま
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も元

気
に

元
気
に

　
桐
生
市
・
み
ど
り
市
文
化
協

会
連
合
会
主
催
の
文
化
祭
が
、

　
令
和
６
年
度
桐
生
大
学
・
み

ど
り
市
連
携
協
力
事
業
「
若
さ

の
秘
訣
～
元
気
に
歩
き
続
け
る

た
め
に
～
」
の
講
演
会
が
、
２

月
28
日
㈮
に
桐
生
大
学
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
桐
生
大
学
短
期
大
学

部
生
活
科
学
科
の
清
野
隼
さ
ん

で
す
。

　
ま
ず
、
参
加
者
に
任
意
の
組

成
測
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
肥
満
度
を
表
す
大

切
な
指
標
で
国
際
的
に
用
い
ら

れ
る
体
格
指
数
で
す
。
な
お
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
フ
レ
イ

ル
予
防
お
よ
び
生
活
習
慣
病
の

発
症
予
防
に
配
慮
し
た
数
値
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

２
月
28
日
㈮
か
ら
３
月
２
日
㈰

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
両
市
の
文

化
交
流
と
文
化
活
動
促
進
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
展
示
部
門
の
会
場
で
あ
る
笠

懸
公
民
館
に
は
華
道
、
絵
画
、

書
道
、
写
真
、
俳
句
、
絵
手
紙
、

手
芸
作
品
な
ど
様
々
な
分
野
の

作
品
が
並
び
、
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
２
日
㈰
、
舞
台
部

門
が
グ
ン
エ
イ
ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ

（
笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
）
を
会

場
に
開
催
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
吹

　
現
在
の
超
高
齢
社
会
で
は
栄

養
問
題
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
、
30
歳
～
60
歳
で
は
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
過
剰

栄
養
対
策
、
60
歳
～
で
は
介
護

予
防
の
た
め
の
低
栄
養
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
３
本
柱
と

し
て
、
適
量
の
タ
ン
パ
ク
質
を

摂
り
、
散
歩
や
買
い
物
等
の
外

出
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地

域
行
事
等
社
会
参
加
す
る
な
ど

多
様
な
人
々
と
一
緒
に
活
動
す

る
場
所
が
大
切
の
よ
う
で
す
。

　
タ
ン
パ
ク
質
は
身
体
の
あ
ら

ゆ
る
原
料
で
す
。
日
常
的
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
水
泳
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
高
齢
者

の
１
日
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質

は
体
重
１
㎏
あ
た
り
１・
２
～

１・５
ｇ
で
す
。

　
ま
た
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
上

手
な
摂
り
方
で
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常

生
活
動
作
）
の
低
下
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
と
話
を
閉
じ
ま
し
た
。

文
化
で
交
流

文
化
で
交
流
!!!!

桐
生
市
・
み
ど
り
市

桐
生
市
・
み
ど
り
市

と
ま
わ
り
大
き
く
作
ら
れ
た
よ

う
だ
。

　
人
間
の
眼
は
と
て
も
複
雑
な

器
官
だ
が
、
と
き
と
し
て
色
や

形
に
騙
さ
れ
る
。
こ
の
目
の
錯

覚
に
よ
っ
て
、
白
黒
の
碁
石
を

同
じ
大
き
さ
に
作
る
と
、
黒
石

の
ほ
う
が
小
さ
く
見
え
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
、
白
石
よ
り
も
黒

石
を
若
干
大
き
く
作
り
、
同
じ

大
き
さ
に
見
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
サ
イ
ズ
の
基
準
も
あ
り
、
黒

石
の
ほ
う
が
直
径
が
〇・
三
ミ

リ
大
き
く
、
厚
み
も
〇・
六
ミ

リ
厚
い
、
当
然
碁
石
を
入
れ
る

『
碁
石
の
黒
石
と
白
石
の

大
き
さ
は
違
う
？
』

　
囲
碁
は
源
氏
物
語
に
も
登

場
す
る
古
い
遊
び
だ
が
、
近

年
で
は
将
棋
ブ
ー
ム
か
ら
囲

碁
も
人
気
と
な
っ
て
き
て
い

る
よ
う
だ
。

　
こ
の
囲
碁
の
碁
石
で
あ
る

黒
石
白
石
の
大
き
さ
が
違
う

と
い
う
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ

う
か
。

　
源
氏
物
語
に
登
場
し
た
頃

か
ら
白
石
よ
り
も
黒
石
が
ひ

コ
ラ
ム
豆
電
球

箱
も
黒
石
用
の
ほ
う
が
深
く

作
ら
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
黒
石
は
那
智

黒
石
で
、
白
石
は
石
と
は
い

う
が
、
ハ
マ
グ
リ
の
貝
殻
で

作
ら
れ
た
物
が
高
級
品
と
な

る
よ
う
だ
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
古
く
か
ら
遊
ぶ
道
具
に

お
い
て
も
日
本
人
の
繊
細
さ

が
垣
間
見
え
る
よ
う
だ
。
こ

れ
も
モ
ノ
づ
く
り
ニ
ッ
ポ
ン

を
支
え
て
き
た
証
の
ひ
と
つ

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

計算式

BMI（㎏ /㎡）＝体重÷身長²

目標値（㎏ /㎡）

　50～64 歳　20.0 ～ 24.9

　65 歳以上　21.5 ～ 24.9
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独
自
の
メ
ソ
ッ
ド

を
プ
ラ
ス
し
、
美
容

か
ら
健
康
ま
で
幅
広

い
内
容
で
、
サ
ー
ク

ル
の
み
ん
な
が
元
気

で
笑
顔
に
な
れ
る
よ

う
、
18
人
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
募
集
は
随
時
、
一

度
見
学
に
来
ま
せ
ん

か
？
興
味
の
あ
る
人

は
笠
懸
公
民
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
活
動
日

・月
２
回
不
定
期（
月

末
決
定
）

・
17
時
30
分
～
19
時

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
囲
碁
・
将
棋
、

オ
セ
ロ
、
健
康
麻
雀
、
輪
ゴ
ム

鉄
砲
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
む
か
し
の
遊
び
」コ
ー
ナ
ー

で
は
ベ
ー
ゴ
マ
、メ
ン
コ
、ビ
ー

玉
、
ち
え
の
輪
な
ど
を
大
人
と

子
ど
も
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
靴
飛
ば
し

や
、
新
し
い
ゲ
ー
ム
「
モ
ル
ッ

ク
」
に
挑
戦
、
育
成
会
の
綿
あ

め
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
も
人
気
で

し
た
。
過
去
最
多
の
約
１
８
０

人
が
参
加
し
、
最
後
の
抽
選
会

　
今
回
お
邪
魔
し
た
の
は
『
美

と
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
で
す
。

　
結
成
は
２
０
２
３（
令
和
５
）

年
で
、
カ
レ
ン
先
生
を
講
師
に

迎
え『
美
し
く
健
康
に
』を
テ
ー

マ
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

正
し
い
歩
き
方
を
マ
ス
タ
ー
す

る
こ
と
で
身
体
の
お
悩
み
も
解

消
！

　

講
師
は
デ
ュ
ー
ク
更
家

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ
リ
ス
ト

に
入
門
。
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、

独
立
。

　
「
２
区
公
民
館
で
遊
ぼ
う
」

（
第
２
区
福
祉
部
会
主
催
）
が

２
月
16
日
㈰
、
笠
懸
町
第
２
区

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
７
回
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
区
民
の
多
世
代
交
流

を
目
的
に
、
福
祉
部
会
が
中
心

と
な
り
各
団
体
の
役
員
の
協
力

の
も
と
開
催
。
家
族
連
れ
や
子

ど
も
た
ち
が
輪
投
げ
や
ビ
ン
ゴ

楽
し
い
遊
び
が

楽
し
い
遊
び
が

盛
り
だ
く
さ
ん

盛
り
だ
く
さ
ん

お
じ
ゃ
ま
し
ま
～
す

お
じ
ゃ
ま
し
ま
～
す

サ
ー
ク
ル
紹
介

サ
ー
ク
ル
紹
介

▲美と健康ウォーキングのみなさん

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、市
民
の

み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
、投
稿
な
ど
、

何
で
も
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。（
し
め
き
り
毎
月
10
日
）

上
毛
か
る
た
ほ

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

誇
る
文
豪　
田
山
花
袋

　
生
ま
れ
故
郷
の
館
林
に
田
山

花
袋
記
念
文
学
館
が
あ
り
、
花

袋
の
貴
重
な
品
々
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
文
豪
と
し
て
た
た
え
ら
れ
た

田
山
花
袋
は
、
島
崎
藤
村
ら
と

と
も
に
日
本
の
自
然
主
義
文
学

を
確
立
し
ま
し
た
。
代
表
作
品

『
蒲
団
』『
田
舎
教
師
』『
ふ
る
郷
』

を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
作
品
に

つ
つ
じ
が
岡
（
花
山
公
園
）
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

＊
文
豪
…
特
に
優
れ
た
文
学
者

＊
自
然
主
義
…
人
間
の
美
し
い

　
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
く
、
醜

　
い
部
分
も
つ
つ
み
か
く
さ
ず

　
表
そ
う
と
す
る
考
え
方

　
花
袋
の
育
っ
た
家
も
当
時
の

ま
ま
残
さ
れ
、
近
く
に
は
幼
少

期
に
遊
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
尾

曳
稲
荷
神
社
が
あ
り
ま

す
。

　

尾
曳
稲
荷
神
社
は
、

第
１
０
５
代
後
奈
良
天

皇
の
御
代
の
１
５
３
２

（
天
文
元
）
年
に
尾
曳

城
（
後
の
館
林
城
）
城

主
・
赤
井
照
光
が
城
の

鬼
門
に
あ
た
る
稲
荷
郭

の
地
に
守
護
神
と
し
て

創
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
キ
ツ
ネ
の
伝
説
と

共
に
語
り
継
が
れ
る
稲

荷
神
社
で
す
。

▲尾曳稲荷神社の御朱印

ま
で
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

▲わたあめおいしいな
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切
り
株
に
春
陽
の
た
ま
る
里
の
山
　
　
　
　	

中
村
冨
喜
女

春
寒
や
米
を
求
め
て
特
売
日
　
　
　
　
　	

竹
内
　
光
春

春
の
宵
聴
き
い
る
ピ
ア
ノ
「
満
ち
て
ゆ
く
」	

中
野
　
千
鶴

春
浅
し
友
の
便
り
に
無
事
祈
る
　
　
　
　
　
　	

泉
　
　
純
佳

涅
槃
寺
の
門
を
潜
れ
ば
僧
の
顔
　
　
　
　	

川
道
ひ
さ
女

古
ひ
い
な
妹
と
語
ら
ふ
幼
な
の
日
　
　
　	

国
木
美
代
香

梅
東
風
や
香
り
の
中
の
ふ
た
り
連
れ
　
　
　
　
　	

江
原
　
大
樹

春
し
ぐ
れ
濡
れ
て
棚
経
僧
の
行
く
　
　
　
　
　	

宇
野
　
　
椿

春
が
す
み
一
時
停
止
の
田
舎
道
　
　
　
　
　
　	

細
川
　
由
桂

桜
咲
き
あ
な
た
好
み
の
紅
の
色
　
　
　
　	

江
原
　
麗
華

春
シ
ョ
ー
ル
母
の
手
作
り
肩
に
か
け
　
　
　
　
　	

櫻
本
　
千
春

田
舎
酒
ぐ
い
と
一
杯
花
の
下
　
　
　
　
　	

細
川
　
和
勘

川
辺
に
て
ひ
と
り
佇
み
風
光
る
　
　
　
　	

佐
藤
由
美
香

遠
き
そ
ら
希
望
の
せ
ゆ
く
春
の
鳥
　
　
　
　
　	

江
原
　
隆
鍼

一
望
の
赤
城
連
山
は
る
霞
　
　
　
　
　
　	

髙
野
　
春
蝶

強
東
風
や
吾
が
身
も
揺
れ
て
木
木
も
ゆ
れ
　
　
　	

中
村
　
祐
月

そ
よ
そ
よ
と
風
の
音
聴
く
涅
槃
西
風
　
　
　
　	

髙
野
　
光
訽

彼
岸
寺
地
蔵
の
お
か
け
取
り
換
え
る
　
　
　
　	

横
倉
　
　
雅

一
村
は
親
戚
だ
ら
け
春
の
墓
　
　
　
　
　	

糸
井
　
梅
光

春
め
く
や
買
い
物
つ
い
で
寄
る
ラ
ン
チ
　
　
　
　	

前
原
　
紫
蘭

春
の
雪
異
国
の
人
ら
は
し
や
ぐ
杜
　
　
　
　
　	

宇
野
　
順
雪

尻
尾
ふ
む
猫
に
睨
ま
る
春
炬
燵
　
　
　
　	

桾
沢
　
春
蘭

売
れ
残
る
弁
当
買
っ
て
春
の
夜
　
　
　
　	

糸
井
　
初
音

花
見
弁
当
妻
の
メ
ニ
ュ
ー
の
売
れ
て
を
り
　
　
　	

小
林
　
狐
一

木
の
芽
風
小
さ
き
縁
の
遺
跡
山
　
　
　
　
　
　	

石
原
　
青
蓮

ち
ら
ほ
ら
と
し
だ
れ
桜
の
花
ひ
ら
く
　
　	

小
林
　
華
笑

ピ
ン
ボ
ケ
の
夫
の
写
真
や
春
の
宵
　
　
　	

徳
田
　
夕
子

ひ
な
祭
り
四
人
姉
妹
の
昼
御
膳
　
　
　
　
　
　	

新
羅
　
光
海

悠
久
の
古
墳
を
尋
ぬ
春
の
山
　
　
　
　
　	

韓
　
百
日
紅

血
圧
の
少
し
上
が
り
て
春
の
朝
　
　
　
　
　	

宇
野
由
希
子

ガ
サ
ガ
サ
と
朽
葉
踏
み
し
む
涅
槃
か
な
　
　
　
　	

牛
房
　
敏
秋

茶
柱
を
飲
み
込
む
春
の
朝あ

し
た

か
な
　
　
　
　	

宇
野
　
勘
大

転
婆
猫
庭
で
バ
ク
転
お
ぼ
ろ
月
　
　
　
　
　	

金
　
　
光
月

四
季
の
会
三
月
句
会

笠懸公民館 SNS紹介

いいね してね

Instagram 

チャンネル
登録してね

YouTube

４
等
三
角

点
が
あ
り

点
名
「
吹

上
」
で
す
。

　
清
泉
寺

の
境
内
に

「
泉
沢
城

戦
没
者
供

養
塔
」
が

あ
り
ま
し

た
。
紛
れ

も
な
く
こ
こ
に
泉
沢
城
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
新
田
義
貞

（
１
３
０
１
？
～
１
３
３
８
年
）

や
江
田
行
義
（
？
～
？
年
）
が

活
躍
し
た
時
代
で
す
ね
。
そ
し

て
、
思
い
が
け
な
い
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
ヒ
ト
の
背

丈
よ
り
は
る
か
に
高
い
灯
籠

が
あ
り
、
そ
の
銘
に
「
寛
永

９
（
１
６
３
２
）
年
７
月
24
日
、

台
徳
院
」
と
あ
り
ま
す
。

　
清
泉
寺
の
住
職
さ
ん
の
話
で
、

台
徳
院
と
は
徳
川
２
代
将
軍
徳

川
秀
忠
（
１
５
７
９
～
１
６
３

２
年
）
の
こ
と
だ
と
知
ら
さ
れ
、

「
え
っ
!?
」
と
驚
き
を
隠
し
き

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
未
知
の
と
こ
ろ

が
多
い
探
訪
で
し
た
。

▲泉沢城戦没者供養塔（清泉寺）

さ
れ
た
よ
う
で
、
城
跡
を
探
し

に
鹿
田
山
に
向
か
い
ま
し
た
。

文
献
に
よ
る
と
、八
王
子
山（
標

高
２
３
２
ｍ
）、
御
嶽
山
（
標

高
２
２
９
ｍ
）、
弥
右
衛
門
山

（
標
高
２
３
３
ｍ
）
の
山
頂
が

砦
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
痕
跡
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
が
、
現
在
は
フ
ッ
ト
パ
ス

の
愛
称
で
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
フ
ッ
ト
パ

ス
と
は
イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
で
、

歩
く
こ
と
を
楽
し
む
道
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。）

　
さ
ら
に
丘
陵
を
北
へ
進
む
と

建
岩
と
道
帰
り
山
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
も
砦
だ
っ
た
よ
う
で
、
建

岩
か
ら
の
眺
望
は
良
く
、
大

間
々
扇
状
地
の
扇
頂
が
わ
か
る

地
点
で
す
。
僅
か
な
扁
平
な
地

は
道
帰
り
山
で
標
高
２
３
５
ｍ

「
笠
懸
の
歴
史
散
歩
」

萩　
芳
岳

　
笠
懸
地
区
に
城
が
あ
っ
た
と

聞
き
、
早
速
、
笠
懸
村
誌
を
調

べ
、
中
世
の
時
代
に
鹿
田
山
城

と
泉
沢
城
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
村
誌

を
手
掛
か
り
に
周
辺
を
歩
き
ま

し
た
。

　
当
時
の
城
は
権
力
を
誇
示
す

る
よ
う
な
城
で
は
な
く
砦
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
鹿
田
山
城
は
、
１
３
１
０
年

（
鎌
倉
時
代
末
期
）
頃
に
築
城

み
ど
り
市

　

ス
ケ
ッ
チ

み
ど
り
市

　

ス
ケ
ッ
チ
vol.14vol.14
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笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
二
月
例
会
よ
り

イ
ン
フ
ル
と
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
せ
り
を
両
腕
に
打
ち
痛
み
数
日
　
　
　	

上
村
　
征
子

仕
事
な
か
ま
得
意
の
料
理
持
ち
寄
っ
て
会
話
も
は
ず
む
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー	

加
藤
　
康
子

か
く
ま
で
も
総
菜
売
り
場
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
小
さ
く
〳
〵
成
り
は
て
る
の
か
　
　
　	

久
保
田
茂
子

地
上
三
メ
ー
ト
ル
高
所
作
業
機
に
着
ぶ
く
れ
て
柿
の
剪
定
今
日
も
進
ま
ず
　
　
　	

関
口
　
定
夫

義
兄
の
死
を
義
兄
の
電
話
に
知
ら
さ
る
る
共
々
に
逝
き
し
姉
の
連
れ
あ
ひ
　
　
　	

平
山
　
勇

ち
ょ
っ
と
一
息

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
暖

か
な
日
差
し
が
心
地
よ
く
感

じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

桜
の
花
が
咲
き
誇
る
中
、

卒
業
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
子

ど
も
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
姿
に
、
思
わ
ず
感
動
を

覚
え
ま
す
。
出
会
い
と
別
れ

が
交
錯
す
る
こ
の
時
期
、
こ

れ
ま
で
の
子
ど
も
と
の
思
い

出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
よ
み

が
え
り
ま
す
。

　
と
同
時
に
・
・
・
こ
の
時

期
は
花
粉
症
の
シ
ー
ズ
ン
本

番
!!
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
す

た
め
に
、
マ
ス
ク
や
薬
を
活
用

し
て
も
、
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
が

止
ま
ら
ず
、
せ
っ
か
く
の
我
が

子
の
卒
業
式
を
見
届
け
る
こ
と

も
一
苦
労
で
し
た
。

　
春
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
象

徴
で
も
あ
り
ま
す
。
花
粉
症
に

負
け
ず
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
、
新
し
い
季
節
を

迎
え
る
準
備
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　
皆
様
が
素
晴
ら
し
い
春
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

熱
盛

　
パ
パ
さ
ん
は
迎
え
る
な
ら
大

型
犬
が
良
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

レ
ン
く
ん
が
あ
ま
り
に
も
性
格

が
良
か
っ
た
の
で
、
１
年
後
に

妹
（
ね
ね
ち
ゃ
ん
）
が
生
ま
れ

た
と
聞
い
て
、
す
ぐ
に
お
迎
え

し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
ね
ね
ち
ゃ
ん
は
レ

ン
く
ん
と
正
反
対
で
か
な
り
の

犬
見
知
り
。
散
歩
中
他
の
犬
に

会
っ
て
も
す
ぐ
に
マ
マ
や
パ
パ

の
足
元
に
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
シ
ャ
イ
な
妹
を
兄
の

レ
ン
く
ん
は
甲
斐
甲
斐
し
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
、
今
年
９
歳

の
ね
ね
ち
ゃ
ん
も
よ
う
や
く
犬

見
知
り
し
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
で
も
、
レ
ン
く
ん
が
い
な

い
と
す
ぐ
に
マ
マ
の
足
元
に
隠

れ
て
し
ま
う
ね
ね
ち
ゃ
ん
で
し

た
。

か
さ
か
け

か
さ
か
けどう

ぶ
つ
家
族
⑭

ど
う
ぶ
つ
家
族
⑭

レ
ン
く
ん
＆

　
ね
ね
ち
ゃ
ん
（
７
区
）

　

 

10
年
前
に
先
住
犬
が
亡
く

な
っ
て
す
ぐ
に
レ
ン
く
ん
は
お

家
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
マ
マ

さ
ん
は
も
う
犬
を
お
迎
え
す
る

気
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

息
子
さ
ん
た
ち
の
強
い
勧
め
も

あ
っ
て
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

レ
ン
く
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
レ
ン
く
ん
は
と
て
も
性
格
の

良
い
子
で
、
ど
ん
な
犬
と
で
も

ひ
る
む
こ
と
な
く
す
ぐ
仲
良
く

な
り
ま
す
。
散
歩
中
に
会
う
大

型
犬
の
顔
を
舐
め
ま
く
り
、
つ

い
に
は
口
の
中
に
頭
を
突
っ
込

ん
で
し
ま
う
ほ
ど
フ
レ
ン
ド
リ

ー
な
レ
ン
く
ん
。

▲仲良し兄妹だワン

▲犬見知りのねねちゃん（左）
フレンドリーなレンくん（右）

あなたも家族 (ペット ) を紹介しませんか !?
募集対象　犬･猫･小動物など、どんな種類の動物でもOK※品種や飼い主名等は掲載しません。

【留 意 点】
•編集協力員による対面取材後に、紙面へ掲載します。
•次号以降のお友達の家族 (ペット )の紹介にご協力ください。
•在住区域 (行政区等 )を掲載させていただきます。
【応募方法】
　飼い主の氏名・連絡先・家族 (ペット )の情報を電話またはメールで
笠懸公民館までお伝えください。
 0277（76）2211
 kouminkan@city.midori.gunma.jp EE QRコード


